
MaNGA 1-114955: 
見た目だけではmergerと判断できないが、運動学的に一般的でない特徴をもつ

輝線が明らかにdouble-peak (Fig. 1) 
- double-peak galaxies catalogue (Maschmann et al. 2020) 

SDSSやMaNGAのpipelineだとsingle gaussianを仮定しているのでfittingに失敗する 
→ MaNGA dataに対してdouble-gaussianによるfittingを適用

• 視線方向に沿って、2つの逆方向に回転する円盤成分 (ガス・星) に分離 (Fig. 2, 3) 
系の速度差は450 km s-1 

• 主銀河は運動の中心から外れた領域に星形成のピーク 
• 主銀河中心部は伴銀河による源光でunderestimateしているかも 

• (星形成ピークとは別に) metallicityのピークも外れている 
• Balmer吸収が強い (Fig. B1) 
• ~1 Gyr前にstarburstがあったか? 

• 主銀河のE(B-V)やσ mapにclampやfilament構造 
and 星形成ピークがmass-metallicity relationから外れている 
→ interactionによるgas accretionの痕跡かも 

• 伴銀河の外側のgasが剥ぎ取られて供給された? 
• 主銀河のmetallicity mapがアシンメトリー & 星形成mapの特徴から、 
大きなinteractionが2回あったと思われる

予想されるシステムの構造
right: (original) - (smooth image) 

   clumpやdust laneが見える

機械的な解析では見逃されてしまうが、実は視線方向に重なったinteractionだった 
何か特別な特徴があるsystemというわけではない (たぶん)

Stackするとより速度の速い成分が見える 
→ outflowの兆候か


